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記録的な長寿を全うした戦時標準用
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て
、
少
数
の
標
準
型
を
定
め
、
そ
れ
以
外
の
型
を
な

る
た
け
造
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
戦
標
船
で

あ
る
。
戦
標
船
は
、
短
期
間
に
多
く
の
船
を
量
産
す

る
の
が
目
的
な
の
で
、
資
材
を
節
約
し
、
工
程
も
極

力
省
く
の
が
特
徴
で
あ
り
、
船
の
性
能
が
多
少
悪
く

て
も
目
を
つ
ぶ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
。

第
二
次
大
戦
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日

本
の
こ
国
が
多
数
の
戦
標
船
を
堂
産
し
た
。
中
で
も

ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
巨
大
な
工
業
力
に
物
を
言
わ
せ

て
、
リ
バ
テ
ィ
ー
型
や
ビ
ク
ト
リ
ー
型
と
よ
ば
れ
る

貨
物
船
、
Ｔ
２
型
オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
な
ど
を
数
多
く

完
成
さ
せ
た
。
能
率
よ
く
戦
標
船
を
造
る
た
め
に
、

新
し
い
造
船
方
法
が
開
発
さ
れ
、
現
在
の
造
船
ノ
ウ

ハ
ウ
に
応
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

千
隻
も

の
戦
標
船
を
量
産
し
た
日
本

第
二
次
大
戦
中
わ
が
国
は
、
約
千
隻
の
戦
標
船
を

量
産
し
た
。
ほ
か
に
、
終
戦
時
に
船
台
上
に
あ
り
、

戦
後
に
な
っ
て
竣
工
し
た

「続
行
船
」
が
百
隻
以
上

あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
た
い
へ
ん
な
隻
数
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
建
造
計
画
に
と
も
な
い
第

一
次

船
型
、
第
二
次
船
型
、
第
二
次
船
型
に
大
別
さ
れ
る

が
、
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も
の
は
、
戦
争
た
け
な
わ
の

一

九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
秋
か
ら
翌
年
秋
に
か
け
て

大
量
に
建
造
さ
れ
た
第
二
次
船
型
で
、
隻
数
も
八
百

二
十
隻
を
数
え
、
戦
標
船
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
船
型
で
は
、
資
材
の
節
約
と
工
程
の
省
略
が

極
限
ま
で
及
び
、
形
状
、
構
造
は
徹
底
的
に
簡
易
化

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
重
底
の
廃
止
、
鋼
板
の
厚

さ
の
減
少
な
ど
、
暴
挙
に
近
い
技
法
が
導
入
さ
れ
、

宣
産
と
い
う
大
目
的
の
た
め
に
安
全
性
す
ら
も
犠
牲

に
な
っ
た
。
要
す
る
に

″浮
い
て
走
れ
ば
よ
い
″
と

い
う
最
低
の
ポ
リ
シ
ー
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
船
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
船
に
命
を
託
し
た
乗
組
員
は
、
さ

ぞ
や
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
ろ
う
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
速
力
も
遅
い
の
で
、
潜
水
艦

の
都
食
に
な
る
船
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
二
次

船
型
で
は
、
喪
失
船
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た

め
、
速
力
を
上
げ
る
な
ど
、
質
的
向
上
が
は
か
ら
れ

工だ
。晩

年

は
セ
メ
ン
ト
タ

ン
カ
ー
に

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ

る

「神
加
丸
」
は
、
こ
の
第
二
次
の
３
Ｄ
型
戦
標
船

の
一
隻
と
し
て

一
九
四
五

（昭
和
二
十
）
年
二
月

一

日
に
日
本
鋼
管
鶴
見
造
船
所
で
起
工
、
翌
年
の
八
月

二
十
七
日
に
完
成
し
た
。
完
成
が
戦
後
で
あ
る
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
船
は
い
わ
ゆ
る

「続
行

船
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
３
Ｄ
型
の
３
は
三
次
、
Ｄ

は
船
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る

（貨
物
船
を
大
き
い

順
に
Ａ
か
ら
Ｆ
ま
で
分
類
）。

船
ｉ
は
栗
林
商
船
。
北
海
道
～
東
京
～
阪
神
航
路

に
就
航
し
、
主
に
こ
子
製
紙
の
新
聞
用
紙
、
石
炭
、

鋼
材
の
輸
送
に
従
事
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
十
三

年
間
続
け
ら
れ
た
。

一
九
二
九

（昭
和
三
十
四
）
年
十
月
に
は
、
二
代

目

「神
加
丸
」
の
完
成
に
伴
い
三
菱
鉱
業
セ
メ
ン
ト

に
売
却
さ
れ
、
「第
二
麦
洋
丸
」
（り
ょ
う
よ
う
ま
る
）

と
改
名
、
三
菱
重
工
下
関
造
船
所
で
、
セ
メ
ン
ト
タ

ン
カ
ー
に
改
装
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
主
機
が
タ
ー

ビ
ン
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
換
装
さ
れ
、
大
い
に
若
返

っ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
タ
ン
カ
ー
と
し
て
の
稼
働
期

間
は
、
十
四
年
間
で
あ
る
。

一
九
七
四

（昭
和
四
十
九
）
年
九
月
に
は
、
広
島

県
の
常
石
沖
に
係
船
と
な
り
、
さ
す
が
の
長
命
戦
標

い
も
こ
れ
で
終
わ
り
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
翌
年

に
神
原
グ
ル
ー
プ
に
身
売
り
、
廃
棄
物
処
理
船

「
ク

リ
ー
ン
エ
ー
ス
」
と
し
て
、
さ
ら
に
稼
働
し
た
。

結
局
、
同
船
が
常
石
で
解
体
さ
れ
た
の
は

一
九
七

九

（昭
和
五
十
四
）
年
十
二
月
で
あ
る
。
船
齢
は
三

十
二
年
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
船
の
見
本
で
あ
る
戦
標
船
と
し
て

は
、
記
録
的
な
長
寿
を
全
つ
し
た
わ
け
だ
。

こ
の
幸
運
な
戦
標
船
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
友
人

で
門
司
在
住
の
藤
木
洋

一
氏
が
、
そ
の
船
歴
を
熱
心

に
追
跡
し
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
、　
一
九
二
人

（昭
和
二
十

三
）
年
九
月
に
筆
者
が
東
京
港
で
撮
影
し
た

「神
加

丸
」
の
姿
で
あ
る
。

山
田
　
迪
生


